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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

旧警戒区域の野生ニホンザルや動物実験マウスの臓器を採取し、被ば

く線量評価と酸化ストレス状態の解析を実施することで、低線量・低

線量率放射線の長期被ばくが酸化ストレス状態に及ぼす影響を臓器ご

とに検討し、低線量・低線量率領域の科学的知見を蓄積することを目

的とする。また、科学的に貴重な試料を多目的に利用可能な状態で保

管・提供する体制を整備することを目的として、以下の項目を行う。 

１）被ばく線量評価 

２）生物影響解析とアーカイブ構築 

２．総合評価 Ｂ 
・1Fエリアにて生物のサンプルを入手し、データを取ることは、チョ

ルノービリでもほとんど行われていないため、貴重なデータを取得

したことに評価ができる。 

・一方で、評価手法の確立まで進んでいない。本提案の考え方に基づ

く影響評価については、実用化に至るまで更なる検討が必要であ

る。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


